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451 500

の
保
存
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現

状
や
、
英
彦
山
に
ま
つ
わ
る
祭
り
や
神

楽
の
担
い
手
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た

め
の
申
請
だ
っ
た
。

町
の
活
性
化

活
性
化
の
重
点
区
域
と
す
る
の
は
、

柱
松
（
は
し
ら
ま
つ
）
神
事
や
御
潮
井

（
お
し
お
い
）
採
り
な
ど
の
伝
統
行
事

が
受
け
継
が
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財

の
「
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
（
ほ
う
へ
い

で
ん
）
」
や
、
山
伏
が
生
活
し
た
と
い

う
宿
坊
な
ど
の
歴
史
建
造
物
が
残
る

「
英
彦
山
区
域
」
な
ど
。
金
沢
市
、
京

都
市
三
重･

亀
山
市
熊
本･

山
鹿
市
な

ど
に
次
ぐ
全
国

番
目
、
福
岡
で
は


年
の
太
宰
府
市
に
次
ぐ
２
番
目
の
認
定

で
、
国
か
ら

年
間
の
資
金
援
助
も
得

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
飛
躍
的
な
に
ぎ
わ

い
創
出
に
つ
な
が
る
に
違
い
な
い
。

今
後
、
同
計
画
で
参
道
や
宿
坊
の
整

備
、
修
復
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
の
英

彦
山
神
宮
宮
司
の
高
千
穂
秀
敏
さ
ん

（

）
も
「
日
本
三
大
修
験
道
だ
っ
た

こ
ろ
に
生
き
返
ら
せ
た
い
」
と
意
気
込

む
。
４
年
前
、
衰
退
し
た
修
験
道
復
活

を
唱
え
「
鎮
西
英
彦
山
同
友
会
」
を
発

足
さ
せ
、
息
子
を
高
野
山
や
京
都
で
修

行
さ
せ
る
な
ど
英
彦
山
復
興
に
懸
命

だ
。
８
月
下
旬
に
は
英
彦
山
で
初
め
て

と
な
る
薪
（
た
き
ぎ)

能
も
行
わ
れ
る


現
在
、
添
田
町
が
国
の
史
跡
認
定
を
受

け
る
た
め
調
査
中
の
英
彦
山
。
近
年
、

外
国
人
の
登
山
客
も
増
加
し
て
お
り

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
認

定
は
情
報
発
信
へ
の
追
い
風
と
い
え

る
。
世
界
の
「
ヒ
コ
サ
ン
」
へ
の
第
１

歩
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

の
保
存
や
、
伝
統
文
化
の
継
承
を
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
添
田
町
の
「
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が
６
月

日

に
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
。
「
国
か
ら
お

墨
付
き
を
も
ら
い
、
そ
れ
だ
け
守
る
価

値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
」
（
ま
ち
づ
く

り
課
）
。
高
い
ス
テ
ー
タ
ス
が
あ
り
な

が
ら
、
過
疎
化
や
高
齢
化
で
伝
統
家
屋

た
。
霊
山
ブ
ー
ム
も
手
伝
い
そ
ん
な


の
ど
か
な
添
田
町
が
、
一
躍
世
間
の
注

目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
英
彦
山

の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
課
の
担
当
者
が
「
英
彦
山
単
体
で

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
う
が
、
周
辺

も
含
む
と
成
り
得
る
要
素
は
多
い
。
修

験
道
は
現
実
的
に
有
り
そ
う
で
な
い
山

の
文
化
で
す
し
、
町
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
高
い
」
と
話
す
。
さ
ら
な
る
町

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
へ
ま
い
進
中
だ
。


年
施
行
の｢

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法｣

に
よ
る
重
要
文
化
財
の
歴
史
的
建
造
物

霊
山
ブ
ー
ム

福
岡
市
か
ら
車
で
約
１
時
間

分
。

添
田
町
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
新
緑
に
彩

ら
れ
た
美
し
い
山
々
が
視
界
に
飛
び
込

ん
で
く
る
。
時
折
、
目
に
す
る
町
内
の

テ
ン
グ
の
飾
り
物
が
「
テ
ン
グ
伝
説
」

も
伝
わ
る
山
伏
に
よ
る
修
験
道
で
栄
え

た
地
を
思
わ
せ
る
。
５
月
下
旬
に
英
彦

山
の
山
開
き
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
。
登

山
を
楽
し
む
観
光
客
も
絶
え
な
い
人
口

約
１
万
１
０
０
０
人
の
町
だ
。

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ

世
界
の
「
ヒ
コ
サ
ン
」
へ
―
。
修
験
道
で
有
名
な
英
彦
山
が
そ
び
え

る
福
岡
・
添
田
町
が
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
町
へ
変
貌
中
だ

６
月
下
旬


国
か
ら
認
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
の
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
、
伝
統

文
化
の
継
承
を
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
」
を
軸
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
、
富

士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
最
近
の
霊
山
ブ
ー
ム
も
追
い
風

に
し
て
、
地
域
力
の
向
上
を
目
指
す
。

そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
実
施
計
画
へ

と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
人
口
減

少
社
会
の
中
、
添
田
町
を
ど
う

つ
く
り
上
げ
て
い
く
か
、
大
き

く
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
を
大
き
な
弾
み
と

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
「
悠
久
の
歴
史
が
生
活
の
中

で
息
づ
く
添
田
町
」
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
き
た
大
切
な
歴
史
的
価
値
の

あ
る
建
造
物
を
今
後
も
継
承

し
、
地
域
の
特
性
や
魅
力
を
活

用
し
て
、
さ
ら
な
る
振
興
が
図

ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

添
田
町
に
は
総
合
計
画
が
あ

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略

的
に
と
ら
え
た
「
添
田
町
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画｣

で
す


英
彦
山
を
中
心
に
、
古
来
よ
り

多
く
の
歴
史
が
息
づ
き
、
文
化

そ
し
て
日
々
の
生
活
が
連
綿
と

繫
が
っ
て
い
ま
す
認
定
後
は


「
添
田
町
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
」
は
６
月

日
に
国

か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

町
長
就
任
以
来
、
添
田
町
再
生

を
掲
げ
町
民
の
皆
さ
ん
と
施
策

を
進
め
て
き
た
中
で
、
郷
土
・

町
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
、

誇
り
の
持
て
る

「
ま
ち
づ
く
り
」

が
重
要
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
脈

々
と
受
け
継
が
れ

ばつなどの被害を防止する
ための祈願を行ったりもし
た。英彦山では江戸時代に
最高3000人が修行を行って
いたが、明治期の神仏分離
令で衰退した。現在は山形
・羽黒山や京都を拠点にし
た活動が盛ん。

◆山伏 日本古来の山岳
信仰に密教、道教、儒教が
交ざりあって修験道が誕生
した。その信者を山伏と言
い、険しい山岳地帯を歩き
ながら断食や護摩行で心身
を鍛えることで超自然力の
体得を目指した。病気、干

山｣とした山伏が修行したという高さ150
㍍の岩壁がそびえる｢望雲台｣や生活した宿
舎｢財蔵坊｣(県指定有形民俗文化財)中岳
の頂上にある聖地｢上宮｣法蓮上人が修行
した｢玉屋神社｣など体感場所は多い｢添田
町埋蔵文化財収蔵庫･英彦山修験道館｣には
貴重な英彦山神宮所蔵の掛け軸銅製の不
動明王坐像などが展示されている

｢日本三大修験道場｣の１つ
◆英彦山 山形・羽黒山、奈良・大峰山

と並ぶ「日本三大修験道場｣の霊山の１つ
英彦山に降臨し山の神とあがめられた日胤
尊（ひこのみこと)の名にちなみ｢日子山｣
と呼ばれたとされるだが819年に嵯峨天皇
が｢彦山｣と改め1729年に霊元法皇が｢英彦

日刊スポーツ新聞社
福岡市博多区博多駅前２の１の１福岡朝日ビル
〒812-8559 ☎092(436)8711

Ⓒ日刊スポーツ新聞社 2014

年(平成年)

坂井国土交通大臣政
務官（左）から認定
証を受け取る寺西町
長（右）

国から年間の資金援助

寺西明男町長

人口約１万1000人
◆添田町 福岡県の東南に位置。

年（明治）４月１日の町制施行から
年には１周年を迎えた。かつて石炭産
業で栄えた世帯数約5000、人口約１万10
00人の町。国定公園の英彦山（標高
6㍍）の山麓に位置し面積の８割が山林
で占められ、英彦山登山など観光客が年
間１万人訪れる。清流を利用した稲作
・花卉栽培などの農業も盛んで、特産品
には、飛鳥時代に文武天皇が英彦山に奉
納した鈴に由来する「英彦山がらがら」
やてんぐ伝説をモチーフにした「陶面」
があり、柚子（ゆず）こしょう発祥の地
として、「柚乃香」なども人気を集めて
いる。


